
・この指針は、入所の必要性の高い人が介護老人福祉施設（特養）に円滑に入所できるよう、県・施設の代表者が、県内市町村と協議の上、共同で作成しました。・介護保険法令の改正により、特別養護老人ホームの入所は、27年4月から、原則、要介護３以上の方となります。・要介護１又は２の方は、各施設で設置している入所検討委員会で、市町村の意見書を踏まえた検討の結果、やむを得ない事由により居宅での日常生活が困難と認められた場合に限り入所が可能となります。

※　「居宅での日常生活が困難なことについて、やむを得ない事由」として、以下の要件のいずれかに該当することが必要。 ・入所検討委員会は、施設長、生活相談員、看護職員、介護支援専門員①　認知症で、日常生活に支障を来すような症状などが頻繁に見られること。 　など関係職員等で構成。②　知的障害・精神障害を伴い、日常生活に支障を来すような症状などが頻繁に見られること。 ・入所に関する具体的手続きは、入所指針の目的を逸脱しない範囲で各③　家族等による深刻な虐待などにより、心身の安全・安心の確保が困難。 　施設において定めることができる。④　単身世帯、同居家族が高齢等により、家族等による支援が期待できず、かつ、地域での介護サービス等の供給が不十分。

一般入所(申込順の入所)申込（要介護３以上の方のみ）
作成依頼 介介介介護護護護支支支支援援援援専専専専門門門門員員員員

入入入入所所所所希希希希望望望望者者者者××××ささささんんんん

一般入所申込者の名簿
優先入所申込の受付簿 優先入所申込一般入所申込をした上で… （原則月１回開催）優先入所の対象者を選定

入所検討委員会入所検討委員会入所検討委員会入所検討委員会 優先入所の対象者に選定されると…

一般入所（申込順の入所）申込（要介護３以上の方のみ）

通 知

入入入入 所所所所 検検検検 討討討討 委委委委 員員員員 会会会会

Ｘさんが入所の必要性高い。

Ａさんが入所の必要性高い。次の入所者次の入所者次の入所者次の入所者Ａさん

次の入所者次の入所者次の入所者次の入所者Ｘさん その次のその次のその次のその次の入所者入所者入所者入所者Ａさん優先入所対象者が入所したときは、その次の入所者は一般名簿第１位の人となる。

その次の入所者は、・一般名簿第１位と・優先名簿第１位の入所の必要性を比較して決定先の手順を繰り返す
介護老人福祉施設（地域密着型含む）（特別養護老人ホーム）

優先入所対象者の名簿

平成２７年４月入所分～ 奈良県指定介護老人福祉施設等に係る入所指針に基づく入所の流れについて

入所の必要性を比較要介護1・2の方を、選定する場合は保険者市町村に意見照会。
要介護１・２の方を選定する場合は、やむを得ない事由※があると認められるかどうかについて判定。（保険者市町村の意見も踏まえ判定）本人の状態をもっともよく知っている…

要介護３以上の方要介護３以上の方要介護３以上の方要介護３以上の方
優先入所の対象者となるかどうか検討一般入所申込はできない作成依頼

優先入所検討票提出要介護１・２の方要介護１・２の方要介護１・２の方要介護１・２の方
要介護１・２の方の一般入所（申込順の入所）申込はできない。

やむを得ない事由※に該当する
別途、入所申込が必要


